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山梨県印判用品卸商工業協同組合

　山梨県印判用品卸商工業協同組合（鈴木高明理
事長）は6月6日（土）県地場産業センター「かいてら
す」で、全国の印章小売業者等を対象とした展示販
売・商談会「やまなし印章ワールド」を開催した。
　このイベントは印章に係る山梨ブランドの形成や

産地のイメー
ジアップ、販路
開拓等を目的
に昨年6月に
続く2回目の
開催となった。
今回は組合員
各社が前回以
上の良質な印
章材料を豊富

に揃え、全国から来場する印章小売業者に納得し
てもらえるよう幅広い商品構成を目指した。また、新
たな取り組みとして、一般来場者向けにはんこ彫り
（篆刻）や今人気のある消しゴムはんこ作りの体験
などのコーナーも設け、印章業界への興味を深めて
もらえるような企画も行った。
　当日は、東京からイベント会場までのシャトルバス
も運行し、全国から約400人の印章小売業者や一
般来場者が訪れ会場は賑わった。メイン会場では組
合員企業を中心とした各種印材や印章ケースなど
扱う卸売業約20社が出店、柘植や水牛、象牙など
の印材をはじめとして、印章ケース、朱肉・スタンプ
台、印鑑箱などの印章関連商品の展示・販売商談
を行った。
　また、別室に設けた一般来場者向けの「楽市」

コーナーで
は、消しゴ
ムはんこ作
りの体験が
行われた。
小さな消し
ゴムへ 刃
物を使った
細かい作業に四苦八苦している親子もいたが、イン
ストラクターによる熱心な指導を受け、全員が楽しそ
うにはんこ作りを体験していた。その他、県内の伝統
工芸士による甲州手彫印章の技術の優秀さと美し
さを披露する実演もあり、来場者は熟練の技に見と
れていた。
　組合では、山梨印章のブランド力を高めるため、
今後もイベントを継続していく予定。
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印材の品定めする業者

消しゴムはんこ作りコーナー

一般社団法人中道農産物加工直売組合（風土記の丘農産物直売所）

　風土記の丘農産物直売所（一般社団法人中道
農産物加工直売組合）では、6月14日に毎年恒例と
なっている「もろこしフェア」を開催した。昨年11月
に「甲府市中道交流センター」の一部として規模を
拡大してリニューアルオープンされてから初めての

開催となった今回のフェアでは、特産のとうもろこし
「きみひめ」の試食と販売を中心に、焼きもろこしや
夏季限定のもろこしアイスクリームの販売、もろこし
の収穫体験など、盛りだくさんの催しが準備され、例
年以上に多くの来場者が訪れ盛況となった。
　中道特産のとうもろこし「きみひめ」は、とても甘く
果皮が柔らかいため、生でも食べられることから人
気も高い。この日も開会の1時間以上前から長い列
ができ、用意された約2万本の「きみひめ」は午前中
には完売となった。
　組合では、今年の夏がリニューアルオープンされ
た直売所の初めての本格的な繁忙期となることか
ら、品不足の解消、品揃えの充実などの想定される
課題に取り組んでいくため、生産研究会の活動を通
じて、農産物の計画的栽培を実現するための対策
を検討するとともに、直売所のオリジナルブランド野

菜の取り組
みも進めて
いる。
　また組合
では、「甲府
市中道交流
センター」
の指定管理者にもなったことから、甲府市における
安全・安心・新鮮な農産物等の消費者への提供、生
産と消費が一体化した産地づくりといった役割を果
たすことが求められている。そこで、本年度より甲府
市の野菜ソムリエプロジェクトと連携しながら、これ
までのノウハウと地元農産物を活かした斬新な食べ
方の提案を行うなど新しい消費者へのPRと集客策
に取り組み、直売所への来店者へのサービス向上
を目指していく。

協同組合ハイコープ山梨地区本部

　協同組合ハイ
コープ山梨地区本
部（太田丈三地区
本部長　組合員
23社）は、6月12
日に、加藤里美特
定社会保険労務
士（ファーストブレ
イン㈱）を講師に、
「報・連・相につい

て学ぶ～コミュニケーションの基本に立ち戻って～」
をテーマとした合同社員研修会を開催し、会員企業
の社員106名が参加した。
　研修会では、加藤先生から報告・連絡・相談（以
下、ホウレンソウ）の基本・原則、管理職から見たホ

ウレンソウ、情報伝達の方法について講習を受けた
後、6名ずつのグループに分かれてのビジネスゲー
ムを行い、同じ説明を受けても個人ごとに解釈・理
解などに違いが出ることでホウレンソウの難しさと
大切さを学んだ。
　加藤先生は、「ホウレンソウのできる人になる、で
きる人を育てることは、チーム力アップにつながる。
円滑なホウレンソウは、業務の効率化、品質向上を
生み、生産性の向上につながるので、企業力アップ
のために是非継続的に取り組んでいただきたい。」
と述べた。
　太田本部長は、「企業活動の中でコミュニケー
ションは重要であり、報告・連絡・相談は基本である
が、日頃なかなかできていない。社員ひとりひとりが
研修会で学んだことを振り返り、日々 の行動改善の

きっかけにしていただければと思う。各社単独では
行えない社員研修を組合事業として行うことで、会
員企業の社員間の交流により新たな気づきや発想
のヒントを生む場となることを期待している。」と会
員企業の発展に期待を込めた。

開会前から受付は長い行列となった
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講師の加藤特定社会保険労務士 グループワークでのディスカッション


